スペイン歌曲指導法 : カスティージャ語のディクションと演奏解釈の基礎として留意すべき特徴的側面 by 服部 洋一












































平成 21 年度で扱った曲数は東京藝大の４年分の量をこなしている。こちらも 2009 年 12 月に
学内ホール（Ｊ－スタジオ）で「東京音大（大学院）第１回スペイン歌曲研究発表会」を行
い、当該年度受講した院生のほぼ全員が出演し、学習・研究の成果を発表した。こちらの授業






























































































































































〈ci〉 ［θi］や、〈z〉［θ］といった所謂 ”ceceo” があること（中南米ではこれらを［s］で発音
















































スペイン民謡 Siete canciones populares españolas」であるとか、Ｊ．トゥリーナの「歌のかたち










































アルネ・ドルムスゴール Arne Dørumsgaard（1921 ～）（綴りからドルムスガールと表記さ
れることもある）はノルウェーの作曲家であるが、曲集「忘れられた歌 Canzone scordate, An 
Anthology of Early Songs and Arias」全 22 巻は彼のライフワークともいえるもので、スペイン・
ルネサンス期の作曲家クリストーバル・デ・モラーレス（Cristóbal de Morales, ca. 1500-1553）の
作にあたる〈アンテケーラよりモーロ人は去りて De Antequera sale el moro〉のハーモニゼーショ














De Antequera sale el moro モーロ人はアンテケーラより去って行く
De Antequera se salía モーロ人はアンテケーラから去って行った
－82－
Cartas llevaba en su mano, その手に手紙を携えて
Caras de mensajería メッセージを載せた手紙を
Iban estciptas con sange その手紙は血で書かれてあった
Y no por falta de tinta インクが乏しかったからという訳ではなく
El moro que las llevaba その手紙を携えていたモーロ人は










kεra］と分けて読むのでなく［dεantε’ kεra］と渡って読まれているか、〈sale el （moro）〉が
［’salε］［εl］でなく［’salεl］と１個の〈e〉をエリジオンして読めているか、〈Iban escriptas〉




















































































ラがある。これは正しくは ”apoyarse en la primera nota”（最初の音の上に寄り掛かること、以
















































例えばこの曲の第 17 小節第２拍目のピアノにある装飾的 16 分音符は、全体的には第 16 小
節末尾から始まる ritardando によって基本の速度が遅くなっていくのにもかかわらず、その影













に付けたネイティヴの演奏家であれば、この部分をむしろ poco stringendo で徐々に先へ先へと















何の未練もなく a tempo となる。この隣接したものどうしが一見互いに何の脈略もないかのよ
うに見える置かれ方をするのも、前述したスペイン独特の芸術的気質でもあるわけで、このこ
参考楽譜―２：アルネ・ドルムスゴール編「忘れられた歌」第１巻「10 の昔のスペインの歌」より


























































〈小歌―棕櫚の樹をめぐり飛ぶ者たちよ〉第 1小節～第 12 小節
－92－
Con amores, la mi madre 愛を抱いて、私の母さん
Con amores m’adormí 愛を抱きしめて　眠ったの
Así dormida soñaba そして夢を見ていたの
Lo que el corazón velaba, 心が秘めていたことを
Qu’el amor me consolaba 恋人が私を慰めてくれたのよ









マドゥーラ地方民謡 popular extrmeña に基づく〈トローバ（吟遊詩人風）Trova〉も６拍子系の
balancear な演奏によってこれと酷似した雰囲気を伝えるものとなっている。（参考楽譜―７参照）
さてここで直前に挙げた２つの作品にみられる別の特徴に注目しつつ、もう一度先ほどのド
ルムスゴールの ”Con amores…” を見直してみることにしよう。
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